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古の要塞、古代日本の歴史を体感
山頂には絶滅危惧種「オキナグサ」の自生地も

いにしえ

令和６年11月30日1 〈 む つ ご ろ №72　〉



2〈 む つ ご ろ №72　〉



3 〈 む つ ご ろ №72　〉

令
和
六
年

令
和
六
年
一
月
二
十
四
日　

於
：
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多

新
春
懇
親
会

　

今
季
一
番
の
寒
気
に
見

舞
わ
れ
た
中
、会
場
の「
Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多
」
に
、

令
和
６
年
１
月
24
日
、
総

勢
１
２
７
名
（
学
生
２
名

を
含
む
）
と
久
々
に
多
数

の
参
加
で
開
催
致
し
ま
し

た
。
会
員
の
み
の
集
ま
り

に
し
て
は
久
し
振
り
に
盛

会
で
す
。
ビ
ジ
タ
ー
の
参

加
が
28
名
と
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

元
気
な
西
村
松
次
会
長

の
開
会
宣
言
で
、
懇
親
会

は
始
ま
り
ま
し
た
。「
佐

賀
の
酒
」
で
乾
杯
で
す
。

　

相
談
役
の
紹
介
や
、
協

賛
企
業
様
の
紹
介
、
祝
電

等
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
内
の
市
や
町
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
特
産
品

は
、
抽
選
会
で
の
、
帰
る

際
の
お
み
や
げ
と
な
り
ま

し
た
。

　

宴
会
の
中
で
は
、
い
ろ

ん
な
顔
を
し
た
「
ひ
ょ
っ

と
こ
」
達
の
お
ど
り
に
、

会
場
内
は
笑
顔
に
あ
ふ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
久

し
ぶ
り
の
再
会
で
、
お
酒

の
量
も
増
え
て
お
り
ま
し

た
。

■さが酒協賛リスト
会社名 郵便番号 住所 協賛銘柄

1 矢野酒造 株式会社 849-1311 佐賀県鹿島市高津原3903−1 肥前蔵心 純米吟醸 1.8L×1本

2 合名会社 樋渡酒造場 848-0022 佐賀県伊万里市大坪町乙下古賀4482 純米酒 万里長 1.8L×1本

3 天山酒造 株式会社 845-0003 佐賀県小城市小城町岩蔵1520 七田　純米吟醸 1.8L×1本

4 鳴滝酒造 株式会社 847-0824 佐賀県唐津市神田3272−1 聚楽太閤大吟醸 720ml×1本

5 合資会社 光武酒造場 849-1322 佐賀県鹿島市浜町八宿乙2421 手造り純米酒 光武 720ml×1本

6 幸姫酒造 株式会社 849-1321 佐賀県鹿島市古枝甲599 純米大吟醸幸姫 720ml×1本

7 五町田酒造 株式会社 849-1425 佐賀県嬉野市塩田町大字五町田甲2081 東一純米大吟醸 1.8L×1本

8 東鶴酒造 株式会社 846-0012 佐賀県多久市東多久町大字別府3625 東鶴THE ORIGIN 1.8L×1本

9 佐嘉酒造 株式会社 840-0203 佐賀県佐賀市久保田町大字新田1833-1640 純米吟醸酒 佐嘉 1.8L×2本

合計　1.8L×７本、720ml×3本



経
験
も
あ
る
、
ダ
ン
ス
の
披
露

が
あ
り
ま
し
た
。

　宴
が
盛
り
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
、
皆
で
輪
に
な
っ
て
、
い

つ
も
の「
佐
賀
の
歌
・
栄
の
国
」

を
歌
い
踊
り
ま
し
た
。

　鵜
池
副
会
長
に
よ
り
、
中
締

め
を
し
て
、
懇
親
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。皆
様
に
は
、
各
市
・

町
か
ら
の
お
土
産
等
を
お
持

ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。

　前
日
か
ら
の
雨
も
上
が
り
、

平
成
６
年
６
月
18
日
（
火
曜
）

の
夕
方
か
ら
、
令
和
６
年
度
の

福
岡
市
佐
賀
県
人
会
が
、
福
岡

市
中
央
区
薬
院
の
﹇
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ

テ
ル
博
多
﹈
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。参
加
者
は
、
総
勢
１
３
０

名
に
な
り
ま
し
た
。

　ご
来
賓
で
佐
賀
県
知
事
代
理

と
し
て
、
サ
ガ
ス
ポ
ー
ツ
・
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
推
進
局
・
局
長
の

宮
原
耕
史
様
を
始
め
、
小
城
市

令和6年6月18日（火）於：KKRホテル博多にて

福岡市佐賀県人会

令和６年度 定期総会 開催
福岡市佐賀県人会

令和６年度 定期総会 開催

鵜池副会長 西村会長

最後はやはり、「栄の国」の総踊りです。

宮原局長

長
・
江
里
口
秀
次
様
、
有
田
町

長
・
松
尾
佳
昭
様
、基
山
町
長
・

松
田
一
也
様
、
み
や
き
町
長
・

岡

　毅
様
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し

た
。ま
た
ビ
デ
オ
参
加
で
は
、佐

賀
市
長
・
坂
井
英
隆
様
で
す
。

　ご
挨
拶
と
し
て
、
宮
崎
局

長
よ
り
、
こ
の
秋
に
佐
賀
県
で

初
め
て
開
催
さ
れ
る
『
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
』（
前
の
国
体
で

す
）の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　続
き
ま
し
て
、県
人
会
の
総
会

の
部
で
は
、令
和
５
年
度
の
活
動

報
告
・
会
計
の
決
算
報
告
・
監

査
報
告
、並
び
に
令
和
６
年
度
の

収
支
予
算
案
や
新
理
事
の
紹
介

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
の
上
、

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
あ
懇
親
会
で
す
。「
ふ
る
さ

と
・
さ
が
の
酒
」
で
鈴
木
副
会

長
の
音
頭
に
よ
り
、乾
杯
で
す
。

　暫
く
し
て
、
県
内
か
ら
出
席

の
各
市
長
・
町
長
か
ら
の
ピ
ー

ア
ー
ル
が
あ
り
、
佐
賀
県
出
身

の
学
生
さ
ん
４
名
の
紹
介
が

あ
り
、
そ
し
て
、
み
や
き
町
に

お
住
い
の
の
書
道
家
・
田
中

恵
華
先
生
か
ら
の
お
話
も
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
日
本
経
済
大
学
の

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
ブ
ル
ー
ロ
ー

ズ
」
の
、
全
国
大
会
で
も
優
勝

永倉遵五郎 様 佐賀市出身 ㈱ニュー・フェローズ　相談役
加地　邦雄 様  福岡県県議会　議員
原竹万寿枝 様（奥様）  福岡県県議会　議員（代理）
諸隈　英文 様 佐賀市出身 福岡市市議会　議員
森　あやこ 様 唐津市出身 福岡市市議会　議員
おばた英達 様 武雄市出身 福岡市市議会　議員
鬼塚　昌宏 様 佐賀市出身 福岡市市議会　議員
坂田　隆史 様 佐賀市出身 佐賀新聞社　福岡支社長
伴　　俊満 様 佐賀市出身 サガテレビ　福岡支社長

ご出席相談役
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自治体協賛品リスト
№ 協賛品 ご提供先

1

三瀬バウム×３箱 
佐賀海苔×３箱 
SAGA2024国スポ・全障スポ佐賀市グッズ×５セット 
バルーングッズ ×5セット

佐賀市

2 食品セット 唐津市

3 お菓子セット 鳥栖市

4 お茶×５箱 嬉野市

5
伊万里牛のみそ汁（5個入）×5セット 
伊萬里ほの香ティーパック×３缶 
ドライブイン鳥 鳥めしの素×２個

伊万里市

6 大豆食品セット 武雄市

7 ごまセット 多久市

8 お菓子セット 小城市

９ 東尾そばセット×10 みやき町

10 柑橘ゼリー詰合せ（６個入）×5 太良町

11 特産品 基山町
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伝
統
の
味
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
福
岡
市
佐
賀
県
人
会
に
入
会
す
る

き
っ
か
け
は
、
元
社
長
が
、
生
前
に
入
会
し

親
交
を
深
め
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
こ
と

で
す
。
私
も
入
会
し
て
高
校
の
先
輩
方
と
も

親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
先
輩
方
が
、

県
人
会
の
た
め
に
汗
を
か
い
て
お
ら
れ
る

の
を
知
っ
た
こ
と
で
、
私
も
微
力
な
が
ら
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
様
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
、
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

弓　
　
　
洋　
子

　

こ
の
度
、
佐
賀
県

人
会
理
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
弓
洋
子
で

ご
ざ
い
ま
す
。
佐
賀
県
三
養
基
郡
北
茂
安

町
（
現
：
み
や
き
町
）
で
高
校
ま
で
を
過
ご

し
、
そ
の
後
福
岡
市
中
央
区
の
大
丸
に
て
30

年
間
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
九
州
大

学
で
起
業
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
を
担
当
し
、

夢
に
向
か
う
学
生
た
ち
を
支
援
す
る
日
々
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
10
歳
の
小
学
4
年

生
の
娘
を
育
て
て
お
り
、
日
々
子
育
て
に
奮

闘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
や
男
女

共
同
参
画
委
員
も
務
め
て
お
り
、地
域
の
方
々

と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
、
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

佐
賀
県
人
会
に
お
い
て
は
経
験
が
不
足
し

て
い
る
た
め
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
皆
さ
ま
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
尽
力
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

髙　
田　
章　
好

　

こ
の
度
、
福
岡
市

佐
賀
県
人
会
の
理
事
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
髙
田
章
好
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
五
十
年
に
唐
津
市
佐
志
で

生
ま
れ
、
唐
津
東
高
校
卒
業
ま
で
唐
津
市

で
過
ご
し
大
学
は
京
都
で
過
ご
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
司
法
書
士
試
験
合
格
し
平

成
三
十
年
福
岡
県
で
の
登
録
を
機
に
、
福

岡
市
中
央
区
長
浜
の
司
法
書
士
藤
井
真
司

事
務
所
に
間
借
り
し
な
が
ら
主
に
相
続
関

連
業
務
、
会
社
登
記
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
唐
津
市
佐
志
に
は
、

令
和
四
年
に
会
社
設
立
百
年
を
迎
え
た
玄

海
漬
株
式
会
社
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
す
。

私
の
実
家
で
す
。
簡
潔
に
ご
紹
介
し
ま
す

と
、
明
治
中
期
に
粕
漬
専
門
店
と
し
て
創

業
し
、
代
表
商
品
は
、
会
社
名
と
同
じ
玄

海
漬
（
鯨
の
軟
骨
粕
漬
）
で
す
。
鯨
の
頭

部
の
軟
骨
を
精
製
し
、
京
都
伏
見
の
酒
蔵

か
ら
入
荷
し
た
銘
酒
酒
粕
を
使
用
し
た
酒

粕
を
踏
み
込
み
時
間
を
か
け
て
熟
成
さ
せ

た
酒
粕
に
水
あ
め
、
砂
糖
等
を
合
わ
せ
味

付
け
し
た
調
味
酒
粕
に
漬
け
込
ん
だ
粕
漬

け
で
す
。
他
に
も
貝
柱
粕
漬
け
、
海
茸
粕

漬
け
、
数
の
子
粕
漬
け
、
最
近
で
は
ク
リ
ー

ム
チ
ー
ズ
の
粕
漬
け
や
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

粕
漬
け
も
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
は
、
二
人
の
兄
が
中
心
に
な
っ
て
、

先
代
か
ら
引
き
継
い
だ
製
造
方
法
に
よ
る

新
理
事
ご
挨
拶

新・会・員 募集中
皆様の周りに、佐賀県出身者はおられませんか？

佐賀県人会へのお誘いを、お願いいたします。

新規入会希望者の方は、➡

年会費は3,000円です。
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令 和 ６ 年 度 　 新 役 員 名 簿
自 令和６年４月１日 ～ 至 令和７年３月31日

会長・副会長　
役職 氏名 勤務先等 出身

会　　　長 西 村 松 次 ㈱九電工� 相談役 神埼市

副　会　長 長 野 益 德 ㈱博多ステーションビル� 相談役 基山町

副　会　長 鵜 池 　 徹 佐賀銀行� 代表取締役専務　営業統括本部長 大町町

副　会　長 水 田 國 生 ミッズコーポレーション� 代表 鳥栖市

副　会　長 鈴 木 　 元 九州倉庫㈱� 取締役社長 佐賀市

代表理事・理事・監事
役職 担当 氏名 勤務先等 出身

代表理事 全般 林 谷 　 誠 メットライフ生命保険㈱� エグゼクティブコンサルタント 嬉野市

常任理事（事務局担当） 全般 清 村 克 行 ㈱ワンダーストリーム� 部長 小城市

常任理事（事務局担当） 総務 鶴 　 博 行 ＜地域活動＞ 唐津市

常任理事 会計 高 島 尚 人 ㈱和田設計� 企画部長 神埼市

常任理事 行事 小 島 幸 弘 ㈱安井建築設計事務所 九州事務所� 副所長 鳥栖市

常任理事 広報 大 西 俊 介 ㈱ランド・コア� 代表取締役 唐津市

理事 組織 無津呂　繁　憲 ㈲無津呂商店� 代表取締役 佐賀市

理事 広報 富 永 周 行 福岡市市議会　南区� 市会議員 嬉野市

理事 広報 亀 川 智 弘 福岡トヨタ自動車㈱� 副部長 佐賀市

理事 広報 紫 園 来 未 オフィス　しおん� 代表 佐賀市

理事 組織 木 下 敏 之 福岡大学　経済学部� 教授 佐賀市

理事 組織 壇 　 一 也 鴻和法律事務所� 弁護士 佐賀市

理事 行事 小 原 直 子 ㈱三洋建設� 代表取締役 佐賀市

理事 行事 川 上 優 子 日本生命保険　福岡南営業部 佐賀市

理事 行事 新 富 崇 央 岩永・新富法律事務所� 弁護士 佐賀市

理事 広報 坂 田 慶 太 松尾建設㈱　福岡支店� 部長 佐賀市

理事（新） 組織 弓 　 洋 子 九州大学アントレプレナーシップセンター� プログラムマネージャー みやき町

理事（新） 広報 髙 田 章 好 髙田章好司法書士事務所� 司法書士 唐津市

理事 総務 野 口 真 紀 事務局長　代行 唐津市

監事 田中丸　真　輝 テルミ企画� 代表 小城市

監事 永　瀬　慎太郎 税理士法人ノリタ　福岡オフィス� 税理士 伊万里市
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令 和 ５ 年 度 　 決 算 報告
令和５年４月１日～至　令和６年３月３１日

支　出　の　部
項　　目 予 算 額 決 算 額

通 信 費
印 刷 費
広 告 宣 伝 費
会 報 作 成 費
会 議 費
研 修 ・ 事 業 費
事 務 所 費
事 務 用 品 費
弔 慰 金
為 替 手 数 料
総 会 費 用
懇 親 会 費 用

次 年 度 繰 越 金

200,000
60,000
22,000
300,000
100,000
30,000
380,000
30,000

0
30,000
800,000
800,000

1,321,508

179,596
22,316
22,000
286,000
243,520

0
383,481
17,550

0
8,250

1,020,333
1,199,874

1,469,077

合　　計 4,073,508 4,851,997

収　入　の　部
項　　目 予 算 額 決 算 額

前 年 度 繰 越 金
維持会費（役員）
　　〃　　（相談役）
　　〃　　（会員）
協 賛 広 告 料
預 金 利 息
総 会 特 別 会 費
懇親会特別会費

総 会 広 告 費
懇 親 会 広 告 費

応 援 店 広 告 費
不 明 金

1,273,498
270,000
30,000
450,000
450,000

10
800,000
800,000

0
0

0
0

1,273,498
168,000
41,000
548,000
392,821

8
870,000
988,000

222,670
335,000

12,000
1,000

合　　計 4,073,508 4,851,997

令
和
５
年
度
の
活
動

令
和
５
年
３
月
20
日　

第
94
回
ゴ
ル
フ
会
（
北
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）　

	

４
月
６
日　

常
任
幹
事
会

	

４
月
10
日　

役
員
会
（
新
年
度
の
方
針
）

	

５
月
10
日　

会
計
監
査

	

６
月
５
日　

理
事
会
（
総
会
前
打
ち
合
わ
せ
）

	

６
月
15
日　

令
和
５
年
度　

総
会
前　

準
備
会

	

６
月
19
日　

令
和
５
年
度　

定
期
総
会
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多
）

　
　
　
　

６
月
22
日　

第
95
回
ゴ
ル
フ
会
≲
雨
で
中
止
≳

　
　
　
　

９
月
21
日　

第
96
回
ゴ
ル
フ
会
（
大
博
多
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

　
　
　
　

11
月
10
日　

理
事
会
（
今
年
の
反
省
）

　
　
　
　

11
月
17
日　

第
97
回
ゴ
ル
フ
会
≲
雨
で
中
止
≳

　
　
　
　

12
月
６
日　

役
員
会
（
忘
年
会
）

令
和
６
年
１
月
17
日　

理
事
会
（
新
春
懇
親
会　

準
備
）

　
　
　
　

１
月
24
日　

新
春
懇
親
会
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多
）

　
　
　
　

２
月
14
日　

理
事
会
（
来
年
度
の
方
針
）

　
　
　
　

３
月
22
日　

第
98
回
ゴ
ル
フ
会
（
筑
紫
ヶ
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）



福岡市佐賀県人会ゴルフ会 成績表

連絡先　福岡市佐賀県人会ゴルフ会事務局　TEL 092－574－2062　携帯　090－1516－0854（水田）

雨のため中止○第９７回大会　令和５年11月17日㈫
　　　　　　　

優　勝　龍　　修一郎
準優勝　田中丸　真輝

○第９８回大会　令和６年3月22日㈮
　　　　　　　　筑紫ヶ丘ゴルフクラブ

誰でも参加できます

　山頂から博多湾や筑後平野、長崎県の雲仙普賢岳までも見渡せます。大宰府政庁を外国

の襲来から守るため、665年に築かれた日本最古の朝鮮式山城・基肄城跡があり、国の

特別史跡に指定されています。

　大宰府と縁深く、この時代京の都から「大宰府」に派遣された大
お お と も の た び と

伴旅人などの貴族たち

が基肄城で宴を開き和歌を詠んでいます。これらの和歌を収めたものが、日本最古の和歌

集「万葉集」です。

　史跡を巡るハイキングコースが整備されているほか、山の南面には天然芝の草スキー場

が。絶景の斜面を滑り降りる爽快感が味わえます。

＜基山町産業振興課ブランド化推進室商工観光係　TEL 0942-85-7670＞

表紙の言葉

9 〈 む つ ご ろ №72　〉

来年の新春懇親会は、

中央区薬院４丁目の

「KKRホテル博多」で開催します。

〈令和7年1月28日（火）18：00〜〉

元気でお会いしましょう
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佐
賀
新
聞
よ
り　

注目記事
　

第
78
回
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
総
合
開
会
式
が
5

日
、
佐
賀
市
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ス
タ
ジ
ア
ム

で
あ
り
、
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
が
幕
を
開
け
た
。
国
民
体
育
大
会
か

ら
改
称
し
、「
新
し
い
大
会
」
と
し
て
迎

え
る
初
め
て
の
大
会
。
式
典
に
は
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
約
3
千
人
の
選
手
団
が
大

会
初
と
な
る
パ
レ
ー
ド
形
式
で
華
や
か

に
入
場
し
た
。
15
日
ま
で
の
本
会
期
は

27
の
正
式
競
技
と
特
別
競
技
の
高
校
野

球
を
行
う
。

　

佐
賀
県
で
の
開
催
は
１
９
７
６
（
昭

和
51
）
年
の
若
楠
国
体
以
来
、48
年
ぶ
り
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
当

初
の
予
定
よ
り
1
年
延
期
し
て
開
か
れ

た
。
総
合
開
会
式
に
は
、
開
幕
を
待
ち

わ
び
た
約
9
千
人
の
県
民
ら
が
詰
め
か

け
、
選
手
団
や
式
典
の
出
演
者
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
合
わ
せ
、
約
1
万
6
千
人

初
の
国
ス
ポ
、佐
賀
で
開
幕　

総
合
開
会
式
に
1
万
６
０
０
０
人

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
、選
手
団
入
場
は
パ
レ
ー
ド
形
式
で

佐
賀
市
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ス
タ
ジ
ア
ム

が
参
加
し
た
。

　

青
森
県
を
先
頭
に
若
楠
国
体
以
降
の

開
催
順
で
入
場
し
た
。
佐
賀
県
選
手
団

は
、
華
や
か
な
音
楽
と
手
拍
子
に
乗
っ

て
47
番
目
に
登
場
。
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

を
前
に
、
選
手
た
ち
が
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
て
「
佐
賀
さ
い
こ
う
」
の
ポ
ー

ズ
を
決
め
る
と
、
会
場
は
こ
の
日
一
番

の
大
き
な
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

山
口
祥
義
知
事
が
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力

を
信
じ
、
み
ん
な
で
一
緒
に
『
新
し
い

大
会
』
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

開
会
を
宣
言
。
遠
藤
利
明
大
会
会
長
は

「
よ
り
多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
感

じ
、
佐
賀
県
か
ら
日
本
を
元
気
に
す
る

大
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

大
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
炬
火
（
き
ょ

か
）
は
「
す
る
」「
観
る
」「
支
え
る
」

の
代
表
者
か
ら
、
点
灯
者
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
女
子
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
久
光
ス
プ
リ
ン
グ

ス
の
石
井
優
希
さ
ん
に
つ
な
が
れ
、
佐

賀
市
出
身
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
吉
岡
徳
仁
さ

ん
が
手
が
け
た
ガ
ラ
ス
の
炬
火
台
に
点

火
し
た
。

　

選
手
宣
誓
は
柔
道
の
近
藤
隼
斗
選
手

と
ラ
グ
ビ
ー
の
堤
ほ
の
花
選
手
が
務
め
、

「
ふ
る
さ
と
の
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
胸

に
、
最
後
ま
で
力
の
限
り
プ
レ
ー
す
る
」

と
誓
っ
た
。

　

式
典
前
の
演
技
に
は
、
約
１
８
０
０

人
が
出
演
。
青
や
オ
レ
ン
ジ
な
ど
色
鮮

や
か
な
衣
装
を
身
に
つ
け
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
１
２
０
０
人
が
、
自
転
車
の
Ｂ
Ｍ

Ｘ
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力

や
楽
し
さ
を
表
現
し
た
。

　

15
日
ま
で
の
本
会
期
に
は
、
全
国
か

ら
約
1
万
5
千
人
の
選
手
や
監
督
ら
が

参
加
。
県
内
20
市
町
と
大
分
県
日
田
市
、

兵
庫
県
三
木
市
で
、
日
本
一
や
記
録
更

新
な
ど
を
懸
け
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
。

国民スポーツ大会「SAGA2024」の総合開会
式で、入場行進する佐賀県選手団

佐賀県選手団
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特別寄稿
　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４ 
国
ス
ポ
総
合
開
会

式
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
当
初
、
西
村

会
長
と
ご
一
緒
の
予
定
で
し
た
が
、
急
遽

会
長
所
用
の
為
、
私
一
人
で
の
参
加
で
す
。

　

ご
案
内
を
頂
い
た
時
に
は
時
間
が
そ
の

時
点
で
正
式
に
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
午
前

中
か
昼
過
ぎ
で
終
わ
る
だ
ろ
う
と
た
か
を

括
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
4
日
前
に
案
内
と

入
場
券
が
届
き
ま
し
た
。

　

見
る
と
、
14
時
15
分
〜
17
時
は
入
退
場

不
可
と
な
っ
て
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

私
も
…
夕
方
に
は
博
多
で
仕
事
が
入
っ

て
る
…

　

し
か
し
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
で
も
行
っ
て

み
よ
う
と
道
中
日
記
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
時
33
分
博
多
発　

特
急
み
ど
り
26
号
。

約
40
分
ほ
ど
で
、
佐
賀
駅
に
到
着
。

　

い
つ
も
車
で
移
動
す
る
の
で
、
久
々
の

列
車
移
動
は
新
鮮
で
す
。
新
鳥
栖
駅
で
九

州
新
幹
線
と
交
差
し
、
新
幹
線
で
繋
が
っ

て
た
ら
楽
な
の
に
…
と
思
い
つ
つ
も
、
吉

野
ヶ
里
遺
跡
公
園
を
右
目
に
見
る
と
5
分

で
佐
賀
駅
で
す
。
佐
賀
駅
構
内
か
ら
は
、

既
に
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
が
お
出
迎
え
、様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
ら

し
く
、
駅
前
広
場
で
は
、
子
ど
も
達
に
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
体
験
ブ
ー
ス
も
あ
り
、

「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
Ｓ
Ｓ

Ｐ
）
構
想
」
の
一
貫
ら
し
く
楽
し
ん
で
い

る
子
ど
も
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

街
中
も
、
国
ス
ポ
一
色
で
す
。
ご
覧
の

写
真
の
よ
う
に
、
広
告
が
満
載
で
し
た
。

　

佐
賀
駅
近
辺
で
軽
く
昼
食
を
と
り
、
バ

ス
で
10
分
程
で
会
場
に
到
着
。

　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ス
タ
ジ
ア
ム
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア

リ
ー
ナ
の
東
側
、
南
北
に
走
る
サ
ン
ラ
イ

ズ
ス
ト
リ
ー
ト
。
佐
賀
市
文
化
会
館
と
Ｓ

Ａ
Ｇ
Ａ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
結
ぶ
「
栄
光
橋
」

に
は
、
人
で
溢
れ
か
え
っ
て
ま
し
た
。

　

そ
の
沿
道
に
は
、
日
の
丸
の
旗
を
持
っ

て
、
何
や
ら
立
ち
す
く
む
人
々
。
聞
い
て

み
る
と
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
こ
こ
を
通

過
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
お
出
迎
え
を
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

案
内
に
従
っ
て
受
付
。
一
度
入
場
す
る

と
、
外
部
と
遮
断
さ
れ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
。

受
付
で
は
、
ご
覧
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ブ
ル
ー
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
全
員
も
ら
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
着
て
、
観
戦
す
る
と
一
体
感
が

湧
き
ま
す
よ
！

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
13
時
15
分

　

テ
ー
マ
は
も
ち
ろ
ん
「
ス
ポ
ー
ツ
」。
太

鼓
、
新
体
操
、
よ
さ
こ
い
、
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
が
ス
ポ
ー
ツ
の
熱
気
、
力
強
さ
、
躍
動

を
表
現
し
て
く
ま
し
た
。

【
式
典
】　

15
時
15
分
〜

　

１
０
０
０
人
を
超
え
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

と
共
に
、
声
援
と
手
拍
子
で
選
手
団
を
迎

え
ま
す
。
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
を
頂
き
、

ガ
ラ
ス
の
ト
ー
チ
と
炬
火
台
か
ら
燃
え
上

が
る
炎
は
素
晴
ら
し
い
。

【
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
】　

16
時
15

分
〜

　

炬
火
を
各
会
場
に
配
火
す
る
た
め
に
各

会
場
へ
。
最
後
は
鷲
尾
玲
菜
さ
ん
の
歌
う

「Batons
」
で
締
め
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
開
会
式
の
時
間
帯

に
佐
賀
県
の
空
を
飛
ぶ
は
ず
の
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
は
悪
天
候
の
た
め
に
飛
行
中
止

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４ 

国
ス
ポ
総
合
開
会
式
参
加　

日
記

代
表
理
事　
林　
谷　
　
　
誠

と
な
り
ま
し
た
が
、
盛
大
な
開
会
式
と
な

り
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
全
域
で
開
催
さ
れ
る
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
／
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
。
昨
年
度
の
鹿
児
島
に
続
き
、
同
じ
九

州
で
2
年
連
続
。
そ
し
て
国
民
体
育
大
会

か
ら
の
名
称
変
更
後
初
と
な
る
大
会
で
す
。

　

昭
和
51
年
（
１
９
７
６
年
）「
若
楠
国
体
」

が
開
催
さ
れ
48
年
。
再
び
我
が
故
郷
Ｓ
Ａ

Ｇ
Ａ
で
開
催
さ
れ
る
国
ス
ポ
／
全
障
ス
ポ

で
す
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
工
夫
さ
れ
、

盛
り
上
が
る
大
会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
文
：
代
表
理
事　

林
谷
誠
）

　

佐
賀
県
唐
津
市
出
身
の
鷲
尾
玲
菜
さ
ん

が
歌
う
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
の
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
「Batons

〜
キ
ミ
の
夢
が
叶
う
時

〜
」
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
読
み
込
む
と
【
オ

リ
ジ
ナ
ル
音
源
】【
カ
ラ
オ
ケ
音
源
】
が
再

生
で
き
ま
す
よ
。
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う
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

髙
田
：
令
和
五
年
四
月
二
十
七
日
よ
り
、

相
続
等
に
よ
り
土
地
の
所
有
権
を
取

得
し
た
人
が
、
建
物
が
存
在
し
な
い
、

土
壌
汚
染
が
な
い
、
担
保
権
の
設
定

が
な
い
等
の
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
場
合
に
、
土
地
を
手
放
し
て
国
庫

に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

制
度
（
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
）

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　

国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
に
は
、
法
務

大
臣
へ
審
査
手
数
料
（
土
地
一
筆
に

つ
き
一
万
四
千
円
）
の
納
付
を
し
て

承
認
申
請
を
し
、
承
認
さ
れ
る
と
十

年
分
の
土
地
管
理
費
相
当
額
の
負
担

金
の
納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

質
問
者
：
分
か
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に

し
て
も
費
用
負
担
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

豆知識質
問
：
最
近
、
土
地
の
売
買
で
困
っ
た

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
土
地
の
周

辺
一
帯
が
開
発
計
画
に
入
っ
て
い
て
、

ど
う
し
て
も
そ
の
土
地
が
必
要
で
し

た
。
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
の
で
周

辺
の
地
主
さ
ん
に
所
有
者
の
こ
と
を

聞
い
た
の
で
す
が
、
誰
も
知
ら
な
い

と
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
。

　
　

登
記
簿
を
見
ま
す
と
明
治
三
十
一

年
に
家
督
相
続
で
登
記
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
、
二
十
歳
で
家
督
相
続
を

し
た
と
し
て
も
百
四
十
六
歳
で
す
か

ら
、
本
人
は
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
よ

ね
。

　
　

問
題
は
、
相
続
人
を
ど
う
や
っ
て

探
す
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
結

局
、
司
法
書
士
さ
ん
に
依
頼
し
て
約

三
ヵ
月
か
か
っ
て
相
続
人
が
判
明
し

ま
し
た
。
六
代
に
わ
た
っ
て
の
相
続

で
し
た
が
、
相
続
人
が
わ
ず
か
三
名

と
い
う
結
果
に
は
驚
き
で
し
た
。
司

法
書
士
曰
く
、
極
め
て
幸
運
で
し
た
、

下
手
を
す
る
と
数
十
名
の
相
続
人
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う

な
る
と
売
買
の
同
意
を
も
ら
う
の
に

時
間
と
費
用
が
大
変
で
し
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
今
年
四
月
一
日
か
ら
相

続
の
登
記
が
義
務
化
さ
れ
た
と
聞
き

ま
し
た
。
今
回
の
ケ
ー
ス
も
も
う
少

し
早
く
義
務
化
さ
れ
て
い
れ
ば
、
何

の
問
題
も
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
、
相
続
登
記
の
義
務
化
に
つ
い
て
、

教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

髙
田
：
は
い
。
ま
ず
、
な
ぜ
相
続
登
記

が
義
務
化
さ
れ
た
の
か
を
お
話
し
し

ま
す
。
登
記
簿
を
見
て
も
所
有
者
が

わ
か
ら
な
い
「
所
有
者
不
明
土
地
」

の
存
在
に
よ
る
周
辺
の
環
境
悪
化
や

民
間
取
引
・
公
共
事
業
の
阻
害
が
生

ず
る
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
所
有
者
不
明
土
地
の
約
三
分
の

二
が
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
土

地
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
問
題
解
決
す
る
た
め
、
令
和
三
年

に
法
律
改
正
さ
れ
こ
れ
ま
で
任
意

だ
っ
た
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

質
問
：
相
続
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

髙
田
：
相
続
人
は
、
不
動
産
（
土
地
・

建
物
）
を
相
続
で
取
得
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
か
ら
三
年
内
に
、
ま
た
、

遺
産
分
割
（
相
続
人
間
の
話
合
い
）

で
不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
も
、
別

途
、
遺
産
分
割
か
ら
三
年
内
に
、
相

続
登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
登
記
申
請

を
怠
る
と
、
拾
万
円
以
下
の
過
料
が

科
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　

令
和
六
年
四
月
一
日
以
前
に
不
動

産
を
相
続
で
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ

た
場
合
は
、
令
和
九
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
相
続
登
記
を
申
請
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
正
当
な
理
由
が
な
い

の
に
登
記
申
請
を
怠
る
と
同
様
に
過

料
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

質
問
：
そ
れ
は
大
変
で
す
。
も
し
お
祖

父
さ
ん
の
代
に
田
舎
を
離
れ
、
自
分

が
相
続
し
て
い
る
こ
と
さ
え
知
ら
な

い
場
合
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

国
か
ら
連
絡
な
ど
は
来
な
い
の
で
す

か
。

髙
田
：
登
記
官
が
、
義
務
違
反
者
を
職

務
上
知
っ
た
と
き
は
、
登
記
官
は
、

義
務
違
反
者
に
相
当
の
期
間
内
に
登

記
す
る
よ
う
に
催
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
登
記

さ
れ
な
い
と
き
に
、
登
記
官
か
ら
管

轄
地
方
裁
判
所
へ
通
知
が
な
さ
れ
過

料
が
科
さ
れ
ま
す
。

質
問
：
私
が
関
わ
っ
た
土
地
の
売
買
代

金
は
わ
ず
か
五
万
円
で
、
相
続
登

記
費
用
の
ほ
う
が
約
三
十
万
円
も
か

か
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
買
主

側
が
必
要
な
土
地
だ
っ
た
の
で
、
そ

の
費
用
も
負
担
し
て
く
れ
た
の
で
助

か
り
ま
し
た
。
も
し
相
続
し
た
不
動

産
の
価
値
が
あ
ま
り
な
い
場
合
に
も
、

相
続
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
よ
ね
。
国
が
引
き
取
る
と
い

相
続
の
登
記
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

理
事　
　
司
法
書
士　
髙　
田　
章　
好

土地の謄本
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◆ 

佐
賀
新
聞
拾
い
読
み 

あ
の
町
・
こ
の
町
　
旬
話
題 

◆
（
主
に
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
サ
イ
ト
よ
り
）

有
田
に
通
信
制
高
校
サ
ポ
ー
ト
校

10
月
「
有
田
青
蓮
高
等
学
院
」
開
校

教
育
、
福
祉
で
不
登
校
生
ら
支
援

  

　
不
登
校
や
発
達
障
害
な
ど
で
学
習
に

課
題
を
抱
え
る
生
徒
を
対
象
に
し
た
通

信
制
高
校
の
サ
ポ
ー
ト
校
「
有
田
青
蓮

（
せ
い
れ
ん
）
高
等
学
院
」
が
10
月
1
日
、

有
田
町
戸
杓
に
開
校
す
る
。
広
域
通
信

制
の
明
蓬
館
高
（
本
校
・
福
岡
県
川
崎

町
）
と
提
携
し
て
、
高
校
卒
業
資
格
の

取
得
を
目
指
す
生
徒
に
学
び
の
場
を
提

供
し
、
社
会
で
生
き
る
力
を
育
む
。

　
有
田
町
で
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を
経

営
す
る
社
会
福
祉
法
人
同
行
会
（
ど
う

ぎ
ょ
う
か
い
）
が
運
営
す
る
。
生
徒
は

有
田
青
蓮
高
等
学
院
と
明
蓬
館
高
の
双

方
に
在
籍
し
て
普
段
は
有
田
町
で
学

び
、
年
に
1
回
5
日
間
、
本
校
で
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
に
参
加
す
る
。
定
員
は
20

人
。

　
有
田
青
蓮
高
等
学
院
は
平
日
毎
日
開

校
（
水
曜
は
自
主
登
校
）
し
、
明
蓬
館

高
の
講
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行

う
。
決
め
ら
れ
た
教
科
以
外
に
、
生
徒

の
興
味
が
あ
る
テ
ー
マ
で
学
び
を
深
め

て
提
出
物
を
作
成
し
、
単
位
を
取
る
こ

と
も
で
き
る
。

　
ま
た
、
発
達
障
害
や
軽
度
の
知
的
障

害
が
あ
る
人
も
学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
公
認
心
理
師
や
社
会
福
祉
士
を
常

時
配
置
し
、
自
立
訓
練
施
設
と
し
て
も

利
用
で
き
る
。

　
建
物
は
旧
佐
賀
西
信
用
組
合
有
田
支

店
を
改
修
す
る
。
24
日
午
前
10
時
か
ら

は
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
北
館
で
明

蓬
館
高
の
日
野
公
三
校
長
に
よ
る
講
演

会
が
あ
る
。

　
有
田
青
蓮
高
等
学
院
の
運
営
責
任
者

を
務
め
る
武
重
大
輔
さ
ん
（
47
）
は
「
教

育
と
福
祉
両
面
の
支
援
で
生
徒
の
就
職

や
進
学
を
手
助
け
し
た
い
」
と
話
す
。

◆
２
０
２
４
年
８
月
22
日

 

松
浦
鉄
道
、
伊
万
里
市
７
駅
の
名
標
新
調

川
東
駅
は
伊
万
里
高
校
・
伊
万
里
実
業

高
校
の
美
術
部
が
デ
ザ
イ
ン

  

　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
松
浦
鉄
道
（
本
社
・

佐
世
保
市
）
は
、
伊
万
里
市
内
の
７
駅

に
あ
る
老
朽
化
し
た
駅
名
標
を
新
調
し

た
。
経
営
に
関
わ
る
同
市
が
全
国
に
寄

付
を
呼
び
か
け
て
必
要
な
資
金
を
集
め

た
。
伊
万
里
高
、
伊
万
里
実
業
高
農
林

キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
寄
り
駅
に
な
る
川
東

駅
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
両
校
の
美
術
部
員

が
手
が
け
た
。

　
伊
万
里
市
な
ど
の
沿
線
自
治
体
は
同

社
に
対
し
、
施
設
整
備
に
関
す
る
補
助
金

を
毎
年
出
し
て
い
る
。
使
途
は
安
全
対

策
が
優
先
さ
れ
る
た
め
駅
名
標
の
更
新

ま
で
手
が
回
ら
ず
、
市
は
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
寄
付
を
募
る
こ
と
に
し
た
。

昨
年
度
に
実
施
し
、
全
国
の
１
５
０
人

か
ら
約
２
５
２
万
円
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
新
し
い
駅
名
標
は
１
月
下
旬
、
南
か

ら
北
に
向
か
っ
て
金
武
駅
、
川
東
駅
、
伊

万
里
駅
、
東
山
代
駅
、
里
駅
、
波
瀬
駅
、

福
島
口
駅
に
設
置
。
金
武
駅
な
ど
４
駅
の

待
合
所
の
椅
子
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　
こ
の
う
ち
川
東
駅
の
駅
名
標
の
デ
ザ

イ
ン
を
、
伊
万
里
高
と
伊
万
里
実
業
高
の

美
術
部
に
依
頼
し
た
。
両
校
の
部
員
５
人

は
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
次
の
駅
を
示

す
矢
印
を
魚
の
ア
ジ
に
し
た
り
、
両
校
の

校
章
や
同
社
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
「
西
浦
あ
り

さ
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
あ
し
ら
っ
た
り
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
駅
名
標
を
完
成
さ
せ
た
。

　
１
月
31
日
に
同
駅
で
今
里
晴
樹
社
長

（
67
）
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
伊
万
里

高
２
年
の
志
賀
羽
音
（
う
た
）
部
長
は

「
す
て
き
で
か
わ
い
ら
し
い
仕
上
が
り
に

な
っ
た
」
と
喜
ん
だ
。
伊
万
里
実
業
高

１
年
の
中
尾
大
翔（
ひ
ろ
と
）部
長
は「
頑

張
っ
て
作
っ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人

に
見
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
」
と
話

し
た
。�

◆
２
０
２
４
年
２
月
21
日

労
力
過
重
な
中
山
間
地
の
稲
作
、
省
力
化

模
索
「
乾
田
直
ま
き
」
嬉
野
市
で
試
験

農
家
の
高
齢
化
対
応
、
担
い
手
確
保
も

　
小
さ
い
ほ
場
が
多
く
段
差
が
あ
り
、

田
植
え
時
の
労
力
が
過
重
に
な
っ
て
い

る
中
山
間
地
域
の
稲
作
に
つ
い
て
、
乾

田
直
ま
き
で
労
力
を
軽
減
す
る
試
み
を

嬉
野
市
が
Ｊ
Ａ
さ
が
と
協
力
し
て
進
め

て
い
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
最
も
負

担
の
大
き
い
田
植
え
を
省
力
化
し
、
耕

作
の
維
持
や
新
た
な
担
い
手
の
確
保
に

つ
な
げ
る
狙
い
。
中
山
間
地
域
に
多
い

漏
水
対
策
な
ど
の
課
題
解
決
は
、
平
た

ん
地
で
の
取
り
組
み
で
実
証
さ
れ
て
お

り
、
導
入
に
期
待
が
か
か
る
。

　
稲
作
の
乾
田
直
ま
き
は
、
乾
い
た
ほ

場
に
直
接
種
も
み
を
ま
い
て
育
て
る
。
苗

作
り
の
必
要
が
な
く
、
苗
運
び
な
ど
労
力

の
負
担
が
大
き
く
人
手
も
必
要
な
田
植

え
の
手
間
が
省
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
コ
メ
栽
培
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
、
価
格
は
30
年
前
に
比
べ
て
約
3
割

低
下
し
た
一
方
、
生
産
資
材
は
高
騰
し
、

経
営
に
負
担
が
重
く
の
し
か
か
る
。
特

に
中
山
間
地
域
は
小
さ
な
ほ
場
が
多
く
、

段
差
が
あ
り
、
農
道
も
限
ら
れ
て
作
業

が
し
づ
ら
い
た
め
、
高
齢
化
も
伴
っ
て

耕
作
の
継
続
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
す

る
「
地
域
計
画
」
策
定
に
向
け
た
嬉
野

市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
規
模
拡

大
し
た
い
農
家
は
わ
ず
か
で
、
縮
小
を

望
む
農
家
が
大
き
く
上
回
っ
た
。
市
農

業
経
営
支
援
室
の
永
渕
和
浩
さ
ん
は「
調

査
結
果
の
ま
ま
な
ら
10
年
後
、
水
源
で

あ
る
中
山
間
地
か
ら
平
た
ん
地
へ
の
用

水
が
円
滑
に
流
入
で
き
な
く
な
る
と
と

も
に
、
水
田
の
湛
水
（
た
ん
す
い
）
機

能
の
低
下
で
、
平
た
ん
地
の
用
水
不
足

や
水
害
の
危
険
性
が
高
ま
る
」
と
防
災

面
で
の
懸
念
も
示
す
。

　
乾
田
直
ま
き
は
、
昭
和
50
年
代
ま
で

県
内
で
は
白
石
地
区
を
中
心
に
行
わ
れ

て
い
た
が
、
機
械
移
植
の
ス
ピ
ー
ド
化

や
雑
草
対
策
で
減
少
し
た
。
こ
の
技
術

に
有
効
な
除
草
剤
が
開
発
さ
れ
た
こ
と

で
平
た
ん
地
を
中
心
に
導
入
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
県
内
で
も
近
年
は
酒
造
の
酒
米

の
ほ
か
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
発
酵
粗
飼
料
）
用

で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
中
山
間
地
域
は
漏
水
し
や
す
い
ほ
場

が
多
く
、
乾
田
直
ま
き
に
不
向
き
と
さ

れ
て
い
た
。
漏
水
は
あ
ぜ
際
か
ら
が
多

く
、
適
切
な
あ
ぜ
塗
り
を
す
れ
ば
漏
水

を
防
止
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
、
中
山

間
地
域
で
の
導
入
の
可
能
性
が
広
が
っ

て
い
る
。

有田青蓮高等学院の内観
イメージ

伊万里市

人口 男24,561人 女25,818人

松浦鉄道川東駅の駅名標をデザ
インした伊万里高、伊万里実業
高の美術部員

有田町

人口 男8,416人 女9,641人

開校に向けて工事が進む有田青
蓮高等学院

嬉野市

人口 男11,462人 女13,114人

昨年嬉野市内で行われた酒米の
乾田直まきの様子。麦の播種の
機械でまける

福岡市佐賀県人会
応援店

応援店プレート

会員の皆様！ 県人会入会希望者様！
ご来店お待ちしております!!

“佐賀県人”と名のれば、サービスがあります。

Sabrina  高宮倶楽部
南区大楠３丁目20-25　092-523-1116

和創作呑処  緩音
博多区博多駅前1丁目23-5 1F　092-441-8833

味処  さとみ
中央区天神４丁目6-27　092-751-0313

焼き鳥  鳥と
中央区西中洲3-1 2F　092-725-5555
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乾
田
直
ま
き
は
、
根
に
負
担
が
か
か

る
移
植
が
必
要
な
い
た
め
茎
が
太
く
て

倒
れ
に
く
く
、
粒
も
大
き
い
の
が
特
長
。

麦
の
播
種
（
は
し
ゅ
）
機
で
種
も
み
が

ま
け
る
た
め
1
人
で
作
業
で
き
、
通
常

3
人
が
必
要
な
移
植
栽
培
の
田
植
え
に

比
べ
、
省
力
化
が
図
れ
る
。

　
嬉
野
市
嬉
野
町
の
中
山
間
地
域
で
コ

メ
5
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
作
付
け
す
る

小
野
求
さ
ん
（
76
）
は
、
小
さ
い
も
の

で
は
約
1
ア
ー
ル
ほ
ど
と
大
小
ま
ざ
ま

な
ほ
場
で
栽
培
し
て
い
る
。
今
年
は
、

小
さ
な
ほ
場
一
つ
で
乾
田
直
ま
き
を
試

作
し
て
い
る
。「
田
植
え
の
負
担
は
大
き

い
。
結
果
が
良
け
れ
ば
、
乾
田
直
ま
き

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
。

　
永
渕
さ
ん
は
「
超
低
コ
ス
ト
の
栽
培

方
法
な
の
で
、
導
入
で
き
れ
ば
農
家
の

規
模
拡
大
に
つ
な
が
る
。
高
齢
の
農
家

も
播
種
作
業
を
委
託
す
れ
ば
稲
作
を
継

続
し
や
す
く
な
り
、
水
田
の
維
持
が
期

待
で
き
る
」
と
話
し
て
い
る
。

◆
２
０
２
４
年
６
月
１
日 

創
建
１
３
０
０
年　

み
こ
し
が
町
巡
る

大
町
八
幡
神
社　
50
年
に
１
度
の
御
年
祭

　
大
町
町
の
大
町
八
幡
神
社
が
創
建
１

３
０
０
年
を
迎
え
14
日
、
50
年
に
一
度

の
「
御
年
祭
（
ご
ね
ん
さ
い
）」
が
開

か
れ
た
。
青
空
の
下
、
神
様
を
乗
せ
た

み
こ
し
が
町
を
巡
り
、
住
民
た
ち
が
御

利
益
を
求
め
て
み
こ
し
の
下
を
く
ぐ
っ

た
。

　
７
２
４
（
神
亀
元
）
年
に
宇
佐
八
幡

宮
（
大
分
県
）
の
分
霊
が
祭
ら
れ
た
の

が
神
社
の
始
ま
り
で
、
50
年
ご
と
に
創

建
記
念
の
大
祭
「
御
年
祭
」
が
開
か
れ

て
き
た
。
今
年
は
鎮
座
１
３
０
０
年
の

大
祭
に
な
っ
た
。

　
本
宮
拝
殿
で
の
神
事
の
後
、
江
戸
時

代
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
み
こ
し
が
、

笛
や
太
鼓
の
音
と
と
も
に
下
宮
が
あ
っ

た
六
角
川
堤
防
近
く
に
向
か
い
、
巫
女

（
み
こ
）
の
子
ど
も
た
ち
が
舞
を
披
露
。

神
事
を
見
守
っ
て
い
た
人
た
ち
は
少
し

で
も
神
に
近
づ
き
、
ご
神
徳
を
得
よ
う

と
み
こ
し
を
く
ぐ
っ
た
。
本
宮
に
戻
る

と
、
稚
児
行
列
も
加
わ
っ
て
１
０
０
人

ほ
ど
の
列
に
な
っ
た
。

　
北
島
巌
宮
司
は
「
奈
良
時
代
か
ら
続

く
地
域
の
氏
神
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

信
心
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

た
。�
◆
２
０
２
４
年
４
月
16
日

「
明
治
の
書
聖
・
中
林
梧
竹
を
知
っ
て
」　

３
８
０
人
参
加
し
、佐
賀
県
小
城
市
で

席
書
大
会

  

　「
明
治
の
書
聖
」
と
呼
ば
れ
た
小
城
出

身
の
書
家
、
中
林
梧
竹
を
顕
彰
す
る
席

書
大
会
が
21
日
、
小
城
市
の
ド
ゥ
イ
ン

グ
三
日
月
で
開
か
れ
た
。
市
内
外
の
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
３
８
０
人
が
参
加
し
、

市
の
名
所
や
梧
竹
に
ち
な
ん
だ
課
題
に

真
剣
な
表
情
で
筆
を
走
ら
せ
た
。

　
中
学
生
以
下
は
「
き
り
」「
た
け
」「
ぎ

お
ん
川
」「
小
城
の
名
水
」
な
ど
学
年
ご

と
の
課
題
に
挑
戦
。
高
校
生
以
上
は
和

歌
な
ど
を
条
幅
に
揮
毫（
き
ご
う
）し
た
。

　
幼
少
時
の
席
書
会
で
才
能
を
見
い
出

さ
れ
た
梧
竹
は
、
多
彩
な
書
体
や
技
法
を

駆
使
し
て
近
代
書
道
史
に
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
。
大
会
は
そ
の
功
績
を
た
た

え
、
書
道
の
振
興
を
図
ろ
う
と
、
市
と

中
林
梧
竹
翁
顕
彰
会
（
山
口
三
郎
代
表
）

が
開
催
し
て
い
る
。

　
山
口
会
長
は
「
小
城
市
以
外
の
子
ど

も
た
ち
に
も
梧
竹
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
い
、
大
会
を
通
し
て
よ
り
一
層
書
に

親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

◆
２
０
２
４
年
７
月
25
日

中
心
地
の
交
差
点
「
鹿
島
十
字
路
」
に

山
口
知
事
が
提
案
、
商
店
街
に
お
披
露
目

　
鹿
島
市
高
津
原
の
中
心
市
街
地
に
あ

る
交
差
点
が
「
鹿
島
十
字
路
」
と
命
名

さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
お
披
露
目
式
が
開
か

れ
た
。
名
称
を
提
案
し
た
山
口
祥
義
知

事
や
地
元
の
商
店
街
関
係
者
ら
約
60
人

が
出
席
し
、
同
市
の
夏
の
風
物
詩
「
鹿

島
お
ど
り
」
の
メ
イ
ン
会
場
に
も
な
っ

て
い
る
交
差
点
の
新
た
な
門
出
を
祝
っ

た
。

　
鹿
島
十
字
路
は
、
肥
前
鹿
島
駅
か
ら

同
市
中
心
商
店
街
に
続
く
県
道
41
号
と

市
道
が
交
わ
る
交
差
点
。
鹿
島
お
ど
り

で
は
こ
の
交
差
点
に
や
ぐ
ら
が
設
置
さ

れ
、
踊
り
手
が
練
り
歩
く
。
こ
れ
ま
で

名
称
は
な
か
っ
た
が
、
今
年
８
月
の
鹿

島
お
ど
り
に
参
加
し
た
山
口
知
事
が
、

や
ぐ
ら
に
登
っ
た
際
に
新
た
な
名
称
を

鹿
島
市
の
松
尾
勝
利
市
長
に
提
案
し
、

そ
の
場
で
決
ま
っ
た
。

　
隣
接
す
る
空
の
公
園
で
の
お
披
露
目

式
で
、
山
口
知
事
は
「
鹿
島
・
太
良
地

域
は
、
普
段
の
営
み
に
こ
そ
世
界
に
誇

れ
る
も
の
が
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
だ
け
ど
、

多
く
の
人
が
交
わ
り
、
思
い
を
培
っ
て

き
た
と
い
う
意
味
で
名
付
け
た
。
こ
れ

か
ら
こ
の
地
域
が
花
開
く
ぞ
、
と
い
う

思
い
で
や
っ
て
い
く
」
と
「
十
字
路
」

と
し
た
理
由
を
説
明
し
た
。
松
尾
市
長

は
「
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
が
交
わ
っ
て
、

こ
の
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
県
は
１
日
、
同
交
差
点
の
近
く
に
鹿

島
・
太
良
地
域
の
エ
リ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
拠
点
「
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
ラ
ボ
」
を
開
設
し

て
い
る
。�

◆
２
０
２
３
年
11
月
24
日

カ
ッ
プ
使
い
一
斉
に
砂
像
作
り

園
児
や
地
元
住
民
ら
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

 

　
上
峰
町
の
ひ
よ
子
こ
ど
も
園
か
み
み

ね
（
池
松
英
治
園
長
）
で
10
日
、
カ
ッ

プ
を
使
っ
て
同
時
に
砂
像
を
作
る
人
数

の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
園
児
や
地
元
住

民
ら
が
挑
戦
し
た
。
審
査
の
結
果
、
挑

戦
し
た
３
１
３
人
の
う
ち
２
９
３
人
の

成
功
が
認
め
ら
れ
、
見
事
、
ギ
ネ
ス
記

録
に
認
定
さ
れ
た
。

　
ギ
ネ
ス
と
し
て
同
様
の
挑
戦
を
し
た

記
録
は
な
く
、
今
回
が
初
め
て
。
園
庭

に
特
設
し
た
砂
場
で
挑
戦
が
行
わ
れ

た
。
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
公
式
認
定
員
の

合
図
で
、
お
わ
ん
型
の
カ
ッ
プ
を
手
に

し
た
参
加
者
が
一
斉
に
丸
い
形
の
砂
像

を
作
り
始
め
た
。
制
限
時
間
は
３
分
で
、

「
話
し
て
は
い
け
な
い
」「
崩
れ
て
は
い

け
な
い
」
な
ど
厳
し
い
ル
ー
ル
が
あ
る

中
、“
完
璧
”な
砂
像
を
作
る
た
め
に
黙
々

と
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
た
後
、
認
定

員
か
ら
世
界
記
録
達
成
が
発
表
さ
れ
る

と
、参
加
者
は
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
抱
き
合
っ

て
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。
岩
切
杏
奈

ち
ゃ
ん
（
６
）
は
「
き
れ
い
に
作
る
こ

と
が
で
き
た
。
み
ん
な
と
協
力
し
て
達

成
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
満
面
の

小城市

人口 男20,424人 女22,540人

黙々と筆を走らせる参加者

鹿島市

人口 男12,505人 女14,027人

お披露目式で、「鹿島十字路」の標示
板に祝い酒をかける山口祥義知事

上峰町

人口 男4,559人 女4,979人

最多人数で同時に砂の型を使った
としてギネス世界記録を達成した
挑戦者たち

大町町

人口 男2,746人 女3,175人

創建1300年を迎えた大町八幡神
社の「御年祭」で稚児行列ととも
に町を練るみこし

乾田直まきをし
た 直 後 の ほ 場。
生産者とＪＡ職
員で状態を確認
した
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笑
み
を
浮
か
べ
た
。

　
園
児
や
地
域
住
民
に
思
い
出
を
つ

く
っ
て
も
ら
お
う
と
、
保
育
施
設
の
砂

場
消
毒
や
遊
具
点
検
を
手
が
け
る
ヒ
サ

ミ
ツ
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
県
久
留
米
市
、
宮

原
久
人
社
長
）
と
同
園
が
企
画
。
宮
原

社
長
は
「
最
高
の
一
日
に
な
っ
た
。
こ

れ
を
機
に
子
ど
も
た
ち
に
は
挑
戦
す
る

心
を
持
っ
て
多
く
の
こ
と
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」と
期
待
し
、池
松
園
長
は「
園

の
枠
を
超
え
た
地
域
ぐ
る
み
の
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
た
」
と
達
成
を
喜
ん
だ
。

　
こ
の
ほ
か
、
上
峰
中
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
会
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
住
民

で
に
ぎ
わ
っ
た
。◆２

０
２
４
年
３
月
11
日 

新
1
万
円
札
の「
7
」番
、佐
賀
県
唐
津
市

に
寄
贈　
裏
面
の
東
京
駅
デ
ザ
イ
ン･

辰
野

金
吾
の
地
元
に　
日
本
銀
行

  

　
新
紙
幣
の
発
行
が
始
ま
っ
た
3
日
、

日
銀
は
記
番
号
が
「
7
」
番
の
新
1
万

円
札
を
唐
津
市
に
贈
っ
た
。
裏
面
に
唐

津
出
身
の
建
築
家
辰
野
金
吾
の
代
表
作

で
あ
る
東
京
駅
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
ち
な
み
、
若
い
記
番
号
の
新

札
を
配
布
し
た
。

　
紙
幣
の
表
面
に
は
、
左
上
と
右
下
に

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
数
字
を
組
み
合
わ

せ
た
記
番
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
同
じ

種
類
の
紙
幣
に
は
全
て
違
う
記
番
号
が

印
刷
さ
れ
、
唐
津
市
に
は
「
Ａ
Ａ
０
０

０
０
０
７
Ａ
Ａ
」
が
贈
ら
れ
た
。

　
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
は
辰
野
の
設
計

で
１
９
１
４
（
大
正
3
）
年
に
完
成
し
、

明
治
・
大
正
期
を
代
表
す
る
建
築
の
一

つ
。
新
1
万
円
札
の
裏
面
の
左
側
に
加

え
、
右
下
に
も
薄
く
描
か
れ
て
い
る
。

　
辰
野
は
1
万
円
札
の
肖
像
と
な
っ
た

渋
沢
栄
一
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
辰
野

の
最
初
の
設
計
で
あ
る
銀
行
集
会
所（
現

存
せ
ず
）は
第
一
国
立
銀
行
頭
取
で
あ
っ

た
渋
沢
が
依
頼
し
、
渋
沢
邸
（
同
）
も

設
計
し
て
い
る
。
建
築
工
事
顧
問
を
務

め
る
な
ど
25
年
に
わ
た
っ
て
日
銀
の
建

築
物
に
も
関
わ
り
、
本
店
本
館
ほ
か
、

京
都
や
小
樽
（
北
海
道
）
な
ど
の
支
店

が
現
存
し
て
い
る
。

　
辰
野
を
顕
彰
し
て
い
る
唐
津
市
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
唐
津
赤
レ
ン
ガ
の
会
」（
田

中
勝
会
長
）
な
ど
が
日
銀
に
若
い
記
番

号
の
新
札
の
提
供
を
要
請
し
て
い
た
。

同
日
、
日
銀
本
店
新
館
で
植
田
和
男
総

裁
か
ら
受
け
取
っ
た
峰
達
郎
唐
津
市
長

は
「
大
変
光
栄
」
と
し
て
日
銀
へ
の
お

礼
と
同
会
な
ど
へ
敬
意
を
表
す
コ
メ
ン

ト
を
出
し
た
。

　
日
銀
は
新
紙
幣
の
広
報
の
一
環
で
、

一
般
公
開
を
前
提
に
関
係
の
深
い
自
治

体
な
ど
に
若
い
記
番
号
の
紙
幣
を
贈
呈

し
て
い
る
。�

◆
２
０
２
４
年
７
月
４
日 

 

≲
神
埼
市
長
選
≳
新
市
長
、
實
松
尊
徳
氏

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ふ
る
さ
と
納
税
、
業
者
選
定
オ
ー
プ
ン
に

 

　
28
日
に
投
開
票
さ
れ
た
神
埼
市
長
選

で
初
当
選
し
た
實
松
尊
徳
（
た
か
の
り
）

氏
（
57
）
は
29
日
、
神
埼
市
役
所
で
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。
前
市
長
が
逮

捕
さ
れ
た
官
製
談
合
事
件
の
舞
台
と

な
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
へ
の
向
き

合
い
方
や
、
失
墜
し
た
市
政
の
信
頼
回

復
に
向
け
て
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
考
え
を
聞
い
た
。（
樋
口
絢
乃
）

―
過
去
最
低
の
投
票
率
で
の
初
当
選
に

つ
い
て
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
新
人
で
認
知
度
が
な
く
、
有
権
者
の

関
心
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。
選
挙
活
動

を
頑
張
っ
た
と
は
思
い
つ
つ
も
、
そ
こ

は
反
省
す
べ
き
点
。
こ
れ
か
ら
4
年
間
、

市
政
を
立
て
直
し
、
市
の
発
展
の
た
め

に
取
り
組
む
中
で
、市
政
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
積
極
的
に
情
報
発
信

を
行
い
、
そ
の
中
で
私
の
こ
と
も
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。

―
官
製
談
合
事
件
で
市
政
へ
の
信
頼
が

失
墜
し
て
い
る
。
信
頼
回
復
に
向
け
、

ま
ず
何
に
取
り
組
む
か
。

　
ま
ず
は
、
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る
市

議
会
の
特
別
委
と
合
わ
せ
て
、
事
件
の

再
発
防
止
に
向
け
て
取
り
組
む
。
さ
ら

に
、
ト
ッ
プ
か
ら
担
当
ま
で
み
ん
な
が

可
能
な
限
り
、
現
場
へ
行
く
こ
と
を
心

が
け
た
い
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞

い
て
対
応
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
神

埼
市
政
を
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
形
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
。

―
功
罪
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

つ
い
て
、
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
神
埼
市
の
よ
う

に
自
主
財
源
が
少
な
い
自
治
体
で
は
、

積
極
的
に
活
用
し
た
い
制
度
。
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
あ
る
が
、
国
の
ル
ー

ル
に
の
っ
と
っ
て
取
り
組
み
た
い
。
業

者
選
定
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
の
目
線

が
入
る
オ
ー
プ
ン
の
場
で
選
定
が
行
わ

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
れ
ば
。
私
自

身
も
勉
強
し
て
い
く
。

―
公
約
に
掲
げ
た
施
策
に
つ
い
て
、
何

か
ら
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

　
今
回
の
公
約
は
現
実
路
線
。
災
害
対

策
や
子
育
て
支
援
な
ど
、
日
頃
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
が
声
に
出
し
て
い
る
こ
と

を
反
映
し
た
。
順
番
は
な
く
、
同
時
並

行
的
に
進
め
た
い
が
、
特
に
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
は
農
業
の
ド
ロ
ー
ン
使
用
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
関
係
す
る
と
思
う
の

で
、
積
極
的
に
活
用
し
て
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
た
い
。

―
城
原
川
ダ
ム
事
業
が
今
後
本
格
化
し

て
い
く
が
、
現
時
点
で
課
題
だ
と
み
て

い
る
も
の
は
何
か
。

　
補
償
基
準
の
協
定
書
が
締
結
さ
れ
、

用
地
買
収
が
進
み
、
水
没
予
定
地
域
の

方
々
の
半
数
が
集
団
移
転
先
に
移
動
す

る
。
今
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
失

わ
れ
、
新
天
地
で
の
生
活
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
と
聞
い
た
。
積
極
的
に
住
民

に
寄
り
添
い
、
相
談
事
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。�

◆
２
０
２
４
年
４
月
30
日

≲
基
山
町
長
選
≳
無
投
票
で
３
選
、

松
田
氏
に
聞
く　

高
齢
者
、
子
育
て
支

援
策
、
一
層
強
化　

人
材
流
出
減
へ
雇

用
マ
ッ
チ
ン
グ
も

  

　
任
期
満
了
に
伴
う
基
山
町
長
選
は
６

ギネス世界記録公式認定員（左）
から認定書を受け取ったヒサミ
ツセンターの宮原久人社長

おわんに砂を詰め込み、
丸い形を作る園児たち

神埼市

人口 男14,374人 女15,566人

神埼市長選で初当選し、今後の
市政運営の方針などを語る實松
尊徳氏

唐津市

人口 男52,365人 女59,230人

寄贈された新紙幣の1万円札の記
番号

基山町

人口 男8,175人 女9,182人

基山町長選で無
投票当選となり、
３期目の抱負を
述べる松田一也
氏

日銀の植田和男総裁（右）
から「7」番の新1万円札
を受け取る唐津市の峰達郎
市長

佐賀新聞

https://www.saga-s.co.jp/list/viewer/register

電子版

〒840-8585 佐賀市天神三丁目 2番 23 号
TEL : 0952-28-2111　FAX : 0952-29-7656

〒810-0001 福岡市中央区天神 2-12-1  天神ビル 4階
TEL : 092-751-2648　FAX : 092-751-2697

本社

福岡支社

登録はサイトから

好評配信中!!
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日
、
現
職
の
松
田
一
也
氏
（
66
）
が
無

投
票
で
３
選
を
果
た
し
た
。
松
田
氏
は

３
期
目
の
抱
負
と
し
て
、
高
齢
者
や
子

育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
の
さ
ら
な
る

充
実
、
基
山
（
き
ざ
ん
）
を
活
用
し
た

に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど
を
挙
げ
た
。
昨
年

度
、
３
年
連
続
の
人
口
増
加
や
過
去
最

多
の
税
収
を
記
録
し
て
お
り
、
雇
用
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
も
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。

―
３
期
目
の
当
選
は
無
投
票
だ
っ
た
が
。

　
無
投
票
で
の
当
選
は
信
任
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
信
任
を
得
る
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
で
し
っ
か
り
と
成

果
を
出
す
こ
と
が
重
要
で
、
責
任
を
強

く
感
じ
て
い
る
。

―
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
。

　
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
一
体
的
な

相
談
支
援
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
県

内
で
初
め
て
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
４
月
に
立
ち
上
げ
る
。
定
住
促
進
政
策

が
奏
功
し
て
子
ど
も
が
増
え
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
で

預
か
る
の
で
は
な
く
自
宅
を
訪
問
し
て

託
児
を
行
う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

支
援
を
よ
り
強
化
し
て
い
き
た
い
。

―
県
内
最
大
規
模
の
住
宅
団
地
「
け
や
き

台
」
な
ど
で
進
む
高
齢
化
に
つ
い
て
は
。

　
２
０
２
１
年
度
に
「
プ
ラ
チ
ナ
社
会

政
策
室
」
を
新
設
し
た
。
新
設
後
の
２

年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
追
わ
れ
た

が
、
そ
の
後
は
職
員
が
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
健
康
相
談
や
悩

み
事
の
聞
き
取
り
を
実
施
し
た
。
基
山

町
は
70
代
前
半
の
割
合
が
最
も
多
い
独

自
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
に
も
、
情
報
を
デ
ー

タ
化
し
て
個
別
に
対
応
し
た
い
。

―
農
業
や
商
工
業
の
支
援
策
は
。

　
農
業
は
担
い
手
不
足
が
課
題
。
一
方

で
、
個
人
農
家
の
大
規
模
化
が
進
ん
で

お
り
、
観
光
農
園
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に

取
り
組
む
農
家
へ
の
支
援
も
必
要
だ
。

商
工
業
に
関
し
て
は
企
業
誘
致
が
好
調

で
、
地
元
の
中
小
企
業
に
は
新
た
な
挑

戦
を
応
援
す
る
制
度
を
始
め
て
い
る
。

―
基
山
（
き
ざ
ん
）
の
活
用
に
つ
い
て
。

　
21
～
25
年
度
に
３
億
円
を
か
け
て
基

山
一
帯
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
草
ス

キ
ー
場
や
基
肄
（
き
い
）
城
跡
が
あ
り
、

絶
滅
危
惧
種
の
オ
キ
ナ
グ
サ
が
自
生
す

る
な
ど
地
域
に
愛
さ
れ
て
い
る
存
在
。
草

原
の
里
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
、
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
も
目
指
し
、
今
後

は
こ
れ
ま
で
以
上
の
投
資
を
行
い
た
い
。

―
今
後
４
年
間
の
抱
負
を
。

　
町
内
や
周
辺
に
は
す
ば
ら
し
い
企
業

が
多
く
立
地
し
て
い
る
。
高
校
、
大
学

生
ら
の
就
職
時
の
人
材
流
出
を
減
ら
す

た
め
、
特
に
雇
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
力

を
入
れ
た
い
。
町
の
勢
い
を
維
持
さ
せ

な
が
ら
、
ま
ち
の
明
る
さ
や
ぬ
く
も
り

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
私
の
思
い
。
抽

象
的
だ
が
住
民
一
人
一
人
に
寄
り
添

い
、
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
“
日

本
一
の
ま
ち
”
を
目
指
し
て
い
る
。
８

年
間
の
経
験
を
生
か
し
、
実
現
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
駆
使
し
た
い
。

◆
２
０
２
４
年
２
月
６
日

パ
レ
ア
20
周
年
記
念
で
「
き
て
ろ
祭
」　

マ
ル
シ
ェ
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

漁
船
遊
覧
も

　
温
泉
や
食
事
が
楽
し
め
る
玄
海
海
上

温
泉
パ
レ
ア
（
玄
海
町
）
の
開
館
20
周
年

を
記
念
し
た
「
第
7
回
き
て
ろ
祭
」
が
19

日
に
開
か
れ
た
。
多
く
の
家
族
連
れ
が

来
場
し
、
30
を
超
え
る
店
舗
が
並
ぶ
マ

ル
シ
ェ
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
マ
ダ

イ
や
餅
の
振
る
舞
い
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　
も
の
ま
ね
芸
人
の
宮
川
大
好
さ
ん
が

司
会
を
務
め
た
。
仮
屋
湾
の
漁
船
遊
覧

も
あ
り
、
参
加
者
は
町
の
景
色
を
眺
め

な
が
ら
タ
イ
へ
の
餌
や
り
な
ど
を
楽
し

ん
だ
。
ガ
イ
ド
を
務
め
た
戸
部
田
義
巳

さ
ん
（
50
）
は
「
人
口
が
減
少
し
て
い

る
が
、
多
く
の
人
に
町
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　
パ
レ
ア
は
２
０
０
４
年
4
月
に
開
館

し
た
。
き
て
ろ
祭
は
、
佐
賀
牛
の
生
産

販
売
を
手
が
け
る
中
山
牧
場
が
パ
レ
ア

の
指
定
管
理
者
に
な
っ
た
２
０
２
１
年

か
ら
、
年
2
回
開
い
て
い
る
。

◆
２
０
２
４
年
５
月
24
日 

 

≲
江
北
町
長
選
≳
３
選
の
山
田
恭
輔

氏
、
当
選
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

義
務
教

育
学
校
、理
解
深
め
推
進
〟最
適
規
模
〝の

人
口
考
え
た
い

  

　
任
期
満
了
に
伴
う
江
北
町
長
選
は
３

０
日
、
現
職
の
山
田
恭
輔
氏
（
55
）
が

無
投
票
で
３
選
を
果
た
し
た
。
山
田
氏

は
３
期
目
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
小

中
学
校
の
義
務
教
育
学
校
移
行
と
西
九

州
新
幹
線
の
フ
ル
規
格
整
備
問
題
を
挙

げ
、
公
約
に
は
医
療
費
無
償
化
の
拡
大

や
大
人
の
海
外
交
流
を
掲
げ
た
。
宅
地

開
発
や
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
関
心
や
理
解
を
深
め
な
が
ら
進

め
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

―
２
期
連
続
の
無
投
票
で
の
３
選
と
な
っ

た
。

　
２
期
８
年
、
町
の
こ
れ
か
ら
あ
る
べ

き
姿
を
示
し
な
が
ら
町
政
を
進
め
て
き

た
。
大
き
な
方
向
性
が
町
民
に
理
解
を
得

ら
れ
て
い
る
結
果
だ
と
思
う
。
無
投
票

で
政
策
や
公
約
を
訴
え
る
機
会
は
減
っ

た
が
、
選
挙
ポ
ス
タ
ー
に
多
く
の
公
約

を
示
し
て
い
る
の
で
見
て
も
ら
い
た
い
。

―
３
期
目
の
主
な
公
約
は
。

　
高
校
生
や
ひ
と
り
親
家
庭
、
重
度
心
身

障
害
者
（
児
）
に
も
医
療
費
無
償
化
を
広

げ
た
い
。
ネ
イ
ブ
ル
な
ど
の
指
定
避
難
所

に
空
調
を
整
備
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

は
収
集
品
目
を
拡
大
す
る
。
海
外
交
流
に

も
力
を
入
れ
、
大
人
の
海
外
交
流
団
を
実

現
し
た
い
。
３
期
目
に
入
り
、
お
ご
り
や

甘
え
、
慣
れ
が
出
な
い
よ
う
、「
最
大
の

敵
は
自
分
自
身
」
と
考
え
て
臨
む
。

―
小
中
学
校
の
義
務
教
育
学
校
化
は
ど

う
進
め
る
。

　
い
じ
め
や
不
登
校
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
、

特
別
支
援
、
部
活
動
の
地
域
移
行
な
ど

諸
課
題
の
解
決
に
結
び
つ
く
「
新
し
い

時
代
の
教
育
の
舞
台
」
に
し
た
い
。
教

育
委
員
会
の
基
本
構
想
で
は
２
０
２
８

年
開
校
を
目
指
し
て
い
る
が
、
町
民
の

関
心
や
理
解
を
高
め
、
建
設
費
高
騰
の

状
況
も
考
慮
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

―
人
口
維
持
の
源
と
な
っ
て
い
る
宅
地
も

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
人
口
政
策

を
含
め
て
ど
う
考
え
る
。

　
既
存
の
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
東

側
の
開
発
が
考
え
ら
れ
る
が
、
学
校
と
の

距
離
や
今
後
の
住
宅
需
要
も
考
慮
し
て
規

模
や
適
地
を
決
め
た
い
。
単
に
開
発
す
る

の
で
は
な
く
、町
の
人
口
の
“
最
適
規
模
”

を
考
え
た
い
。
人
口
は
あ
る
程
度
減
る
だ

ろ
う
し
、
新
興
住
宅
地
の
若
い
世
代
が
い

ず
れ
高
齢
化
す
る
時
期
も
訪
れ
る
。
年
齢

構
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
維
持
で
き
る

環
境
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

―
上
小
田
な
ど
西
部
の
地
域
振
興
を
求

め
る
声
も
多
い
。

　
県
道
多
久
―
江
北
線
の
バ
イ
パ
ス
整
備

に
合
わ
せ
た
沿
線
開
発
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
中
山
間
地
は
危
機
感
を
持
っ
て
イ

ベ
ン
ト
開
催
や
都
市
と
の
交
流
に
取
り
組

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。さ
ら
に
支
援
し
た
い
。

―
Ｊ
Ｒ
江
北
駅
の
利
用
促
進
も
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

　
長
崎
線
の
利
便
性
の
維
持
、
向
上
が
欠

か
せ
な
い
。
乗
り
継
ぎ
や
待
ち
時
間
へ
の

配
慮
も
要
望
を
続
け
た
い
。
新
幹
線
の
新

鳥
栖
―
武
雄
温
泉
間
の
整
備
も
注
視
す
る
。

整
備
さ
れ
る
な
ら
駅
設
置
と
停
車
を
訴
え

て
い
く
。
議
会
へ
の
特
別
委
員
会
設
置
な

ど
も
呼
び
掛
け
、
連
携
し
て
い
き
た
い
。

―
企
業
誘
致
や
観
光
振
興
は
ど
う
考
え

る
。

　
町
政
全
体
か
ら
み
た
優
先
度
は
低
い
と

考
え
る
が
、
話
が
あ
れ
ば
全
力
で
対
応
し

た
い
。
観
光
は
い
わ
ゆ
る
観
光
地
化
で
は

玄海町

人口 男2,771人 女2,280人

仮屋湾の遊覧を楽しむ来場者

江北町

人口 男4,479人 女5,013人

江北町長選で
３選を果たし、
今後の町政に
ついてインタ
ビューに答え
る山田恭輔氏
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な
く
、
江
北
を
知
り
、
体
験
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
交
流
の
視
点
を
持
っ
た
観
光
を

考
え
た
い
。
そ
れ
が
移
住
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
。�

◆
２
０
２
４
年
１
月
30
日 

 
佐
賀
玉
屋
の
本
館
が
59
年
の
歴
史
に
幕

建
て
替
え
へ　

8
月
24
日
に
南
館
と
東

別
館
で
再
開

　
佐
賀
県
内
唯
一
の
百
貨
店
「
佐
賀
玉

屋
」
の
本
館
が
18
日
、
閉
館
し
、
59
年

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
本
館
機
能

は
南
館
と
、
中
央
大
通
り
沿
い
に
増
設

し
た
東
別
館
に
移
転
す
る
。
そ
の
た

め
の
“
引
っ
越
し
”
で
臨
時
休
業
に
入

り
、
24
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

す
る
。
老
朽
化
し
た
建
物
は
取
り
壊
し
、

２
０
２
６
年
中
に
新
し
い
本
館
を
開
業

す
る
計
画
だ
。

　
閉
館
日
、
思
い
出
が
残
る
デ
パ
ー
ト

を
最
後
に
一
目
見
よ
う
と
、
多
く
の
買

い
物
客
が
足
を
運
び
、
各
階
が
に
ぎ

わ
っ
た
。
県
民
へ
の
感
謝
イ
ベ
ン
ト
で

は
案
内
係
員
の
制
服
や
創
業
当
時
の
屋

根
瓦
、
佐
賀
新
聞
の
過
去
記
事
を
展
示
。

59
年
に
わ
た
り
愛
さ
れ
て
き
た
本
館
の

歴
史
を
振
り
返
っ
た
。

　
客
は
購
入
し
た
弁
当
や
ス
イ
ー
ツ
を

飲
食
ブ
ー
ス
で
頰
張
っ
て
い
た
。
神
埼

市
の
向
井
秀
治
さ
ん
（
42
）
は
「
子
ど

も
の
頃
、屋
上
の
遊
園
地
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
う
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。
4
歳
の
孫
と
来
場
し
た
佐

賀
市
の
石
丸
勝
さ
ん
（
82
）
は
「
最
後

に
孫
と
一
緒
に
遊
び
た
く
て
来
た
。
思

い
出
の
場
所
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い

が
、
ホ
テ
ル
が
で
き
れ
ば
、
観
光
客
も

増
え
る
だ
ろ
う
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　
経
営
を
引
き
継
い
だ
不
動
産
会
社「
さ

く
ら
」（
京
都
市
）
は
26
年
中
に
10
階
建

て
の
新
本
館
ビ
ル
を
開
業
す
る
計
画
。

1
～
4
階
は
百
貨
店
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

ス
ペ
ー
ス
と
し
、
5
階
か
ら
上
は
ホ
テ

ル
を
設
け
る
。

　
新
本
館
建
設
期
間
は
、
中
央
大
通
り

沿
い
に
新
た
に
東
別
館
を
設
置
し
、
本

館
地
下
の
菓
子
店
や
商
品
券
売
り
場
を

移
す
。
本
館
ビ
ル
は
8
月
下
旬
か
ら
解

体
工
事
に
向
け
た
作
業
に
入
る
。

◆
２
０
２
４
年
８
月
20
日 

 

新
た
な
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成　

白
石
町
内
全
小
中
学
校
に
配
食　

強
化
磁
器
も
使
用

 

　
白
石
町
の
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
同
町
遠
江
の
白
石
中
西
側
に
完

成
し
、
開
所
式
が
23
日
に
あ
っ
た
。
町

内
の
全
小
中
学
校
9
校
の
給
食
を
担
い
、

9
月
3
日
か
ら
の
給
食
で
は
、
県
窯
業
技

術
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
“
世
界
最
強
”

の
磁
器
を
県
内
で
初
め
て
使
用
す
る
。

　
旧
セ
ン
タ
ー
の
施
設
老
朽
化
や
今
春

の
3
中
学
校
統
合
な
ど
小
中
学
校
の
再

編
に
伴
い
、
全
小
中
学
校
の
給
食
を
賄

う
施
設
と
し
て
整
備
し
た
。
有
明
地
域

と
福
富
地
域
の
小
学
校
4
校
で
行
わ
れ

て
い
た
自
校
給
食
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

配
食
に
変
わ
る
。

　
新
セ
ン
タ
ー
は
敷
地
４
６
８
７
平
方

メ
ー
ト
ル
、
建
物
は
鉄
骨
1
階
建
て
延
べ

床
面
積
１
８
９
４
平
方
メ
ー
ト
ル
。
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
食
専
用
の
調
理
室
が
あ
り
、

卵
、
カ
ニ
、
エ
ビ
、
乳
の
4
ア
レ
ル
ギ
ー

に
対
応
す
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
50
食

を
含
め
、
1
日
約
2
千
食
提
供
で
き
る
。

　
給
食
に
使
う
強
化
磁
器
は
茶
わ
ん
、

皿
、
ど
ん
ぶ
り
の
3
種
。
強
度
は
こ
れ

ま
で
の
強
化
磁
器
の
1
・
3
倍
で
世
界

最
強
を
う
た
う
。
町
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
し
ろ
い
し
み
の
り
ち
ゃ
ん
」
が

手
を
合
わ
せ
て
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
調
理

す
る
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
開
所
式
に
は
約
50
人
が
出
席
し
て
完

成
を
祝
い
、
給
食
の
試
食
会
も
あ
っ
た
。

◆
２
０
２
４
年
８
月
25
日

多
久
山
笠
が
開
幕
、
沿
道
に
熱
気

人
形
山
と
提
灯
山
、
4
台
練
り
歩
く　

  

　
多
久
市
を
代
表
す
る
夏
祭
り
「
第
76

回
多
久
山
笠
」
が
15
日
夜
、
Ｊ
Ｒ
多
久
駅

北
口
大
通
り
で
始
ま
っ
た
。
武
者
人
形

を
飾
っ
た
約
6
メ
ー
ト
ル
の
2
台
の
人

形
山
と
、
三
角
と
四
角
の
形
を
し
た
2

台
の
提
灯
山
の
計
4
台
が
市
中
心
部
を

練
り
歩
き
、
沿
道
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　
莇
原
（
あ
ざ
み
ば
る
）、
砂
原
両
地
区

の
人
形
山
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
川
中
島
の
戦

い
」
や
「
蒙
古
襲
来
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
飾
ら
れ
た
。
提
灯
山
は
若
衆
会
の
メ

ン
バ
ー
が
、「
ヨ
イ
ト
サ
ー
、ヨ
イ
ト
サ
ー
」

の
か
け
声
と
と
も
に
三
角
と
四
角
の
山

車
に
そ
の
場
で
素
早
く
組
み
立
て
た
。
市

制
70
周
年
を
記
念
し
、
京
町
商
店
街
も

提
灯
山
の
巡
行
路
に
加
え
ら
れ
た
。

　
多
久
山
笠
は
戦
後
の
復
興
期
に
始
ま

り
、
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
に
人
形

山
、
80
年
代
に
は
祭
り
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
に
提
灯
山
が
作
ら
れ
た
と
い

う
。
多
久
山
笠
委
員
会
の
山
本
茂
雄
総

取
締
は
「
先
輩
た
ち
が
作
っ
た
年
に
1

度
の
祭
り
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
子
ど
も

た
ち
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。
祭
り
は
16
日
夜
も
行
わ
れ
、
花

火
の
打
ち
上
げ
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

◆
２
０
２
４
年
８
月
16
日

武
雄
市
、
内
閣
府
か
ら
認
定
「
先
進
的
給

付
事
務
導
入
自
治
体
」　

資
格
判
定
と
申
請
、
デ
ジ
タ
ル
積
極
活
用

　
武
雄
市
は
こ
の
ほ
ど
、
デ
ジ
タ
ル
を

積
極
的
に
活
用
し
た
迅
速
な
給
付
事
務

に
取
り
組
ん
だ
と
し
て
、
内
閣
府
か
ら

「
先
進
的
給
付
事
務
導
入
自
治
体
」
に
認

定
さ
れ
た
。
6
月
28
日
に
小
松
政
市
長

が
内
閣
府
を
訪
れ
、
新
藤
義
孝
経
済
再

生
担
当
相
と
自
見
英
子
地
方
創
生
担
当

相
か
ら
認
定
証
を
受
け
取
っ
た
。

　
同
市
は
2
月
、
1
世
帯
当
た
り
10
万
円

佐賀玉屋の本館閉館日、
弁当やスイーツを購入す
る買い物客

完成した新しい白石町学校
給食センター

多久山笠で、巡行する提
灯山（左）と人形山

2学期からの給食で使用される強化磁
器の食器。白石町のキャラクター「し
ろいしみのりちゃん」が描かれている

掛け声に合わせて提灯山
を組み立てる若衆会のメ
ンバーたち

武雄市

人口 男22,038人 女24,350人

認定証を受け取った小松政市長（
中央）。左は新藤義孝経済再生担当
相、右は自見英子地方創生担当相

多久市

人口 男8,104人 女9,106人

多久山笠で、巡行する提灯山

佐賀市

人口 男108,053人 女120,230人

佐賀玉屋の本館閉館日、弁当やス
イーツを購入する買い物客

白石町

人口 男9,706人 女10,962人

完成した新しい白石町学校給食セン
ターの調理室

■　福岡オフィス　福岡市中央区天神4丁目1-17-6F ☎092-717-8212
■　伊万里オフィス　伊万里市立花町1604番地26 ☎0955-23-3131

【事業内容】 初回　ご面談　30分　無料　（完全予約制）

■　不動産オーナー様のご相談　（　法人化　・　売却時の税金　・　資金収支　・意思決定資料作成　）

■　相続のご相談　（　法人化　・　現況分析　・　納税資金貯蓄対策　・　将来的な収支とスキーム構築）

■　法人の二代目育成　・　事業承継対策　・　法人の株価の把握と対策　・　二代目のマンツーマン勉強会

税理士法人ノリタ



20〈 む つ ご ろ №72　〉

を
支
給
す
る
物
価
高
騰
対
応
重
点
給
付
金

に
関
し
、
市
か
ら
支
給
要
件
確
認
書
が
届

く
前
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
資
格
判
定
と
申

請
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
た
。
市

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
「
ス
ー

パ
ー
フ
ァ
ス
ト
パ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
仕
組

み
で
、
内
閣
府
が
全
国
の
自
治
体
に
活
用

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
全
体
の
申
請
件
数
１
１
０
０
件
の
う

ち
オ
ン
ラ
イ
ン
は
37
件
あ
り
、
そ
の
う

ち
25
件
が
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ス
ト
パ
ス
を

利
用
し
た
。
市
は
本
年
度
新
た
に
給
付

対
象
に
な
っ
た
世
帯
に
対
し
て
も
、
6

月
に
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ス
ト
パ
ス
を
利
用

し
た
申
請
を
行
っ
た
。

　
認
定
証
を
受
け
取
っ
た
小
松
市
長
は

「
必
要
な
時
、
必
要
な
人
に
必
要
な
給
付

を
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
。
引
き
続
き

別
の
事
業
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
進

め
た
い
」
と
話
し
た
。
岡
山
県
総
社
市
、

鹿
児
島
県
南
九
州
市
、
大
阪
府
泉
佐
野

市
も
給
付
金
事
業
で
認
定
を
受
け
た
。

◆
２
０
２
４
年
７
月
４
日

小
中
学
校
の
あ
り
方
議
論
へ　

太
良
町

総
合
教
育
会
議
が
検
討
委
員
会
を
設
置

  

　
太
良
町
の
総
合
教
育
会
議
の
本
年
度
初

会
合
が
19
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、
少
子

化
を
め
ぐ
る
学
校
統
合
問
題
を
議
論
す
る

教
育
環
境
整
備
検
討
委
員
会
の
設
置
を
決

め
た
。
今
後
は
、
統
合
の
是
非
に
つ
い
て

町
民
の
意
向
を
探
り
、
２
０
２
５
年
度
中

に
同
会
議
と
し
て
方
向
性
を
決
め
る
方
針
。

　
検
討
委
員
会
は
、
保
護
者
ら
町
民
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
今
年

12
月
ま
で
に
実
施
す
る
。
統
合
を
前
提

と
せ
ず
に
幅
広
い
意
見
を
集
約
で
き
る

よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
工
夫
す
る
。

26
年
3
月
ご
ろ
に
開
く
総
合
教
育
会
議

の
第
3
回
会
合
で
小
中
学
校
の
あ
り
方

に
関
す
る
方
向
性
を
決
定
す
る
。

　
会
合
で
は
多
良
小
、大
浦
小
、多
良
中
、

大
浦
中
の
町
内
4
小
中
学
校
の
6
年
後

児
童
生
徒
数
の
推
計
が
示
さ
れ
た
。
2

小
学
校
の
合
計
は
現
在
か
ら
63
人
減
少

し
２
６
７
人
、
中
学
校
は
14
人
減
の
１

６
７
人
と
な
り
、
10
年
後
は
減
少
幅
の

拡
大
が
見
込
ま
れ
る
と
し
た
。

　
出
席
者
ら
は
、
部
員
数
を
確
保
で
き

な
い
中
学
部
活
動
や
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

な
ど
が
町
内
、
町
外
の
他
チ
ー
ム
と

合
同
で
活
動
す
る
現
状
な
ど
を
紹
介
し

た
。�

◆
２
０
２
４
年
６
月
19
日

御
田
舞
の
衣
装
と
舞

色
あ
で
や
か
で
勇
壮
な
衣
装
を
ま
と
い

  

　
鳥
栖
市
蔵
上
町
に
継
承
さ
れ
て
い

る
「
御
田
舞
（
お
ん
だ
ま
い
）」
は
神
社

の
境
内
に
特
設
さ
れ
た
舞
台
上
で
行
わ

れ
、
厳
か
な
中
に
も
色
あ
で
や
か
で
勇

壮
な
衣
装
を
ま
と
い
、
総
勢
30
人
ほ
ど

で
演
じ
ら
れ
ま
す
。

　
舞
を
仕
切
る
長
（
お
さ
）
は
黄
緑
の

狩
衣
（
か
り
ぎ
ぬ
）
に
袴
（
は
か
ま
）

を
つ
け
、
高
げ
た
を
は
き
、
右
手
に
大

き
な
グ
ン
バ
イ
、
左
手
に
竹
製
の
つ
え

を
持
ち
ま
す
。
座
奉
行
・
申
立
は
裃
（
か

み
し
も
）
に
袴
を
は
き
ま
す
。

　
種
蒔
（
た
ね
ま
き
）、
代
踏
（
し
ろ
ふ

み
）
は
烏
帽
子
（
え
ぼ
し
）
を
か
ぶ
り
、

派
手
な
袴
を
は
き
、
前
者
は
種
箱
を
持

ち
、
後
者
は
ボ
ン
デ
ン
（
代
掻
棒
）
を

持
ち
ま
す
。
ど
ち
ら
も
腰
に
脇
差
し
と

白
扇
を
は
さ
み
ま
す
。

　
6
人
の
田
童
は
華
々
し
い
花
が
さ
を

か
ぶ
り
、
ア
ヤ
メ
の
模
様
を
描
い
た
着

物
に
綿
入
り
の
帯
を
結
ん
で
い
ま
す
。

や
は
り
6
人
い
る
田
打
は
赤
色
の
向
こ

う
鉢
巻
き
、
赤
の
ふ
ち
ど
り
の
あ
る
短

い
広
袖
着
を
着
、胸
当
て
に
は
神
紋
（
船

帆
紋
）、
手
足
の
手
甲
・
脚
絆
に
は
金
銀

が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鬼
は
白
・
茶
の
し
ま
模
様
の
あ
る
短

衣
を
着
て
、
大
斧
（
お
の
）
を
振
り
回
す

勇
壮
な
舞
と
地
団
駄
（
じ
だ
ん
だ
）
を

踏
み
ま
す
。�

◆
２
０
２
４
年
７
月
12
日

≲
き
や
ぶ
百
景
≳
九
千
部
山
と
綾
部
八

幡
神
社　
修
行
僧
・
隆
信
沙
門
に
ゆ
か
り

   

　
昔
か
ら
人
々
は
飢
饉
（
き
き
ん
）
や

疫
病
、
災
害
な
ど
で
苦
し
ん
で
き
た
。

千
年
以
上
も
前
、
修
行
僧
隆
信
沙
門

（
り
ゅ
う
し
ん
し
ゃ
も
ん
）
は
人
々
の
苦

難
を
救
う
た
め
法
華
経
1
万
部
を
読
誦

（
ど
く
し
ょ
う
）
す
る
誓
願
を
立
て
九
千

部
山
地
区
石
谷
山
に
こ
も
っ
た
が
、
九

千
部
ま
で
読
誦
し
た
時
に
妖
怪
が
現
れ

息
絶
え
た
と
の
伝
説
に
よ
り
山
の
名
称

が
「
九
千
部
山
」
と
な
っ
た
。

　
み
や
き
町
綾
部
八
幡
神
社
は
隆
信
沙

門
の
徳
を
た
た
え
「
風
の
神
」
と
し
て

祭
り
毎
年
9
月
、氏
子
た
ち
に
よ
る
「
九

千
部
山
詣
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
境
内
御
神
木
の
イ
チ
ョ
ウ
に
神
旗
（
麻

旗
）
が
つ
い
た
竹
ざ
お
を
取
り
付
け
、
吉

凶
を
占
う
神
事
は
県
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
7
月
15
日
に
「
旗
揚
げ
」、

9
月
の
秋
分
の
日
翌
日
に
「
旗
下
ろ
し
」

な
ど
の
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
る
。

　
麻
旗
の
巻
き
具
合
に
よ
り
台
風
襲
来

や
農
作
物
の
豊
凶
な
ど
を
占
う
神
事
は

日
本
最
古
の
天
気
予
報
と
も
い
わ
れ
る
。

　
近
年
の
異
常
気
象
で
世
界
規
模
で
の

飢
饉
や
疫
病
、
災
害
に
襲
わ
れ
る
リ
ス

ク
は
高
ま
り
、
決
し
て
昔
話
で
は
な
く

な
っ
た
。
過
去
の
教
訓
に
学
び
、
身
近

な
環
境
保
全
に
取
り
組
む
必
要
性
を
痛

感
す
る
。�

◆
２
０
２
４
年
７
月
19
日

元
佐
賀
県
議
の
太
田
記
代
子
さ
ん
、

文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
の
個
人
賞
受
賞

吉
野
ケ
里
遺
跡
保
全
運
動
で
評
価

  

　
吉
野
ケ
里
遺
跡
全
面
保
存
会
副
会
長

で
元
県
議
の
太
田
記
代
子
さ
ん
（
88
）

=

佐
賀
市=

が
、
市
民
団
体
「
文
化
財

保
存
全
国
協
議
会
」
の
和
島
誠
一
賞
を

受
賞
し
た
。
工
業
団
地
の
造
成
に
反
対

し
、
遺
跡
の
保
存
運
動
に
尽
力
し
た
功

績
や
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
求
め
る

活
動
が
評
価
さ
れ
た
。

　
工
業
団
地
の
造
成
に
絡
む
事
前
の
発

掘
調
査
で
、
遺
跡
の
あ
る
丘
陵
か
ら
甕

（
か
め
）
棺
（
か
ん
）
墓
（
ぼ
）
群
な
ど

が
見
つ
か
り
、
１
９
８
９
年
に
弥
生
時

代
の
大
規
模
な
環
濠
集
落
で
あ
る
こ
と

が
報
じ
ら
れ
た
。
遺
跡
の
保
存
に
取
り

組
む
団
体
が
発
足
し
、太
田
さ
ん
は
「
遺

跡
で
さ
え
壊
さ
れ
る
な
ら
、
自
然
は
ど

ん
ど
ん
壊
さ
れ
て
い
く
」
と
保
存
活
動

に
傾
注
。
署
名
約
23
万
筆
が
集
ま
る
全

国
規
模
の
運
動
に
発
展
し
た
。

　
太
田
さ
ん
は
、
吉
野
ケ
里
研
究
の
草

分
け
と
し
て
知
ら
れ
る
故
七
田
忠
志
氏

の
高
校
時
代
の
教
え
子
。
現
在
は
遺
跡
と

隣
接
す
る
県
有
地
に
設
置
さ
れ
た
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
移
設
や
、
世
界
遺
産
の
登

録
を
求
め
る
運
動
に
取
り
組
む
。
受
賞

に
つ
い
て
、「
陰
な
が
ら
応
援
し
て
く
れ

た
人
た
ち
の
お
か
げ
。
恩
返
し
の
つ
も

り
で
や
っ
て
き
た
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。

　
同
協
議
会
は
、
考
古
学
の
研
究
者
ら

で
つ
く
る
民
間
団
体
。
遺
跡
保
存
に
尽

力
し
て
き
た
考
古
学
者
の
和
島
誠
一
氏

（
１
９
０
９
～
71
年
）
の
思
い
を
広
げ
よ

う
と
、
毎
年
1
個
人
、
1
団
体
を
表
彰

し
て
い
る
。�

◆
２
０
２
４
年
７
月
18
日

鳥栖市

人口 男35,827人 女38,876人

あでやかな衣装で勇壮な鬼の舞
が披露される御田舞

みやき町

人口 男12,224人 女13,348人

九千部山と綾
部八幡神社

吉野ヶ里町

人口 男8,030人 女8,306人

文化財保存全
国協議会で和
島誠一賞を受
けた元県議の
太田記代子さ
ん

太良町

人口 男3,557人 女3,921人

学校統合問題の議論をスタートした
太良町総合教育会議

　　　　益本総合法律事務所

　　　　　



新　規　入　会　者
令和５年９月以降

氏　　　名 出　身　地 勤　　務　　先 紹　介　者

相 川 　 清 武 雄 市 NFホールディングアーツ（株）� 代表取締役 富永理事

大 田 隆 幸 唐 津 市 メットライフ生命� 課長 大西常任理事

入 江 順 子 佐 賀 市 アイル� 代表 野口理事

折 居 浩 二 嬉 野 市 （株）JTB　福岡支店� 営業課長 林谷代表理事

桑 原 貴 洋 横 浜 市 （弁）桑原法律事務所� 所長 永瀬監事

小金丸　寿　彦 唐 津 市 （合）パシフィックエッセンス� 代表 野口理事

田久保　尚　英 唐 津 市 テレビ西日本　アナウンサー 大西常任理事

田 中 崇 史 久 留 米 市 福岡市市議会議員 林谷代表理事

塚 本 峰 征 佐 賀 市 （株）マベック� 所長 荒谷さん

宮 﨑 　 周 佐 賀 市 松尾建設（株） 坂田理事

前 田 和 浩 白 石 町 （株）九電工 西村会長

溝 口 巌 人 佐 賀 市 西鉄ウェルネス（株）西鉄Gセンター� 支配人 林谷代表理事

坂 本 賢 治 嬉 野 市 総合メディカル（株）� 代表取締役 西村会長

片 渕 博 文 白 石 町 （株）九電工 西村会長

濱 田 貴 士 福 岡 市 （株）西日本高速印刷 清村常任理事

中 川 正 幸 東京建物（株）　課長 ホームページより

森 　 重 嘉 （株）森輪商工� 代表取締役 西村会長

会報　むつごろ
令和６年11月30日 発行 
福岡市佐賀県人会

（発行責任者　清村　克行）
福岡市博多区綱場町５－14さぎん福岡ビル3F

　☎　 ０９２－２８２－３７２１
ＦＡＸ ０９２－７５２－４１２０

Mail:fukuokashi.sagakenjinkai@gmail.com
製作　福岡市佐賀県人会広報部会

今
年
度
の
「
む
つ
ご
ろ
」
を
お

届
け
致
し
ま
す
。

　

情
報
の
収
集
に
ご
協
力
戴
き

ま
し
た
市
・
町
の
皆
様
、
又
広

告
等
、
掲
出
頂
い
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編  

集  

後  

記
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福岡市佐賀県人会 検 索

県人会の運営は、皆様の年会費で賄
われています。
一般会員の方は年間3,000円です。

◦郵便局：名義「福岡市佐賀県人会」
　　　　　口座  01710−4−1214
◦銀　行：佐賀銀行　福岡支店（普通）
　　　　　No.1061040

会費未納の方へお願い



CRCグループ　広告
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このまちで、あなたと・・・
～金融の枠を超えて　　　　　
　　 地域の価値向上を実現する
　　　　　　　銀行グループ～

https://www.sagabank.co.jp
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